資料翻刻　松の屋旧蔵『湖月抄』の書入れ注記――藤井高尚の源氏物語研究―― by 工藤, 進思郎 & 小橋, 和恵
本稿は、
岡山大学附属図書館所蔵の藤井高尚の手沢本
q湖月抄し
（六十冊）に施された付箋による害入れ注記
について、
そのすべてを翻刻したものである。
この書に
は、
各冊に「中山麗松
垣屋
」という高尚の蔵書印があり、
香入れ注記のほか、
桐壷から夢浮橋に至
る全巻に朱筆で
校異が施されていろ。
とくに桐壷・帯木の二帖におい
て
は、
「貞」・「古」・ イ」・
「一本」・
「三」
な
どと
略記された諸本との校合の跡が詳細に書き込まれており、そのうち「赤穂三木氏ノ本」（略号「三」）が河内本であった
こ
とは注目に値する。
なお、
桐壷巻の見返し部分
に、
後人の手で
「源氏ノ見様」と踵する一文（六百字余）
を記した紙が貼りつけてある
が、
今回は紙面の都合で、
この．一文と朱書校異については割愛した。
付箋によろ害入れは二十二帖にわたって約七十ケ所に
見受けられ、
帯木巻の一部に高尚の養孫高雅（高枝）に
よって加え たものがあるほかは
、す
べて高尚自筆の
注記である。
語釈・語法・文意・引歌・有職故実等、
そ
の内容は多岐に及んでいる
が、
総じて文意の解明に最も
力点を置くととも 、
r湖月抄Lやr玉の小櫛Lなどの
所説に対する鋭い批判が随所に見受けられ 。
また、
高
尚門として知られろ消水宜昭・東条義門・武藤平道らの見解を、
稜極的に取り入れている点も注目され
よう。
文
政九年（一八二六）に成った「文のしろぺ」（コニのしるぺL所収）や、
r文あはせL
（文政七年刊）の奥に掲
げた「松乃屋藤井高尚大人著述目録」等によれば、
高尚
に「源氏物語新釈
六十冊」を著わ
す計画のあったこ
と
が知られるが、
それは松の屋一門の叡知を集めての大事
業であったに
違いないから
である。
そしてこの書入れ注
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記や朱密校異が、
ただちに「源氏物語新釈」
に繋がろも
のであったとは考えられないにしても、
そのための基礎
作菜が
まず
こ
ういう形で進められていたことは、
もはや
疑うぺくもないであろうq
しかし、
高尚
は
やがて死去し
（天保十一年）、
その追志を継いで箪をと
った高雅もま
た業なかば
にして倒れる（文久三年）に及んで、
ついに
「源氏物語新釈」の稿は成らなかった
もののようである。
それ
だけに、
この手沢本r湖月抄しの宙入れは、
本居宣
長との間に交わされた問答録r源注問答し
（現存三冊）
や、
ユニークな準拠論を展開したr日本紀の御局の考」
（文化十年刊）な
どとともに、
高尚の源氏研究を知り得
る負童な資料 言わねばならない。
なお、
本街における高尚の困入れ注記は、
そ
の晩年に
至ろま
でかなり長年月にわた
っ
て随時加えられたものと
思われるが、
関屋巻の付箋に、
「今は六十の老となりぬ
れば」と僣かれているのによれば、
少なくともこの一菜
の執策は、
商尚が六十歳を迎えた文政六年（一
八二三）
とろであったことが判明すろ。
凡例
翻刻にあたっては、原文を
できるだけ忠実に活字化す
ろことに努めたが、
次の諸点に一部手を加えた。
桐蛋
[うちはし
](5
オ
、七
．6）
はたものヽふみきもてきて
天の川うちはしわたす君がこむため
万菜ニアリ。
か
A
る
ほど
にさぷらひ給ふ例
なき云々(8
オ
、九
・12)
か
くいへるを、
むかしより服忌の事と人のこヽろえた
閤点を欠くものはこれを補うととも
に、
新たに句読
点を加えた。
藤井高雅（商枝）によって加えられた
付箋には、
そ
の項目の右府に＊印を付した。
本文中のどの箇所の付箋か判明しがたいものも二、
三あるが、
これら
は各巻の終りに掲げて、
その旨を注
記した。
5 4 1見
出し
の項目を欠くものは、
r湖月抄Lの本文によ
って適宜項目を立てた
が、
その場合は必ず[
]でく
く
っ
た
。
2兒
出し
の項目の下に、
9湖月抄しの丁数表裏と、
r源氏物語大成L校異篇の頁数（淡数字）
・行数（冥
用数字）を掲げた。
3表
記に関して、
淡字・平仮名・片仮名などはすぺて
原文のままにしたが、
異体の文字は現行のものに改め
•JOt
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るは、ひがとと
也
。ちとなろからにさぷらひ給ふれ
いなしとはいへろ也。そは栄花物語
浦々
のわか
れ
の
巻にーー＇、大鐙五ノ巻にー'|とあろなどを見てしるペ
じ
。
栄花物語浦々
のわかれの巻
みこたらは御対面とて、
いつヽ七などにてぞむかしは有けろ また、
．． 
うちに
ちとなどいるA事なかりけり。されど今の世 さもあらざめり。
大鐙五／巻
むかしは、
みこたち
もをさなくおはしま
すほどは、うちずみせさせ給ふ事 かりけるに、このわか君のかくてさぶらはせ給へば、あ まじき事とそしり申せど。
[＝一位
のく
ら
ゐ
](9
オ、一O·8)
原云、二三位典侍号
上茄。沼赤宵色侯御倍膳
也
云々
。大臣女或孫。同云、
公卿女号小上茄云云。公逹云云諸太夫公卿孫、為小上脳。同云、内侍外不沼織物云 。昔号命妍侍臣女ワ下也。諸太夫良家ヨリ下医陰陽遥等号中脳。八栢ノ別当女同凡一切者多中藤ノ品也。同云 諸侍賀茂日吉 社司等女也。称候名云云。其内宿老ノ者或賀茂祭為命姉云云゜
と
しとろうれしく云々(13オ、一四．l
）湖
月
抄の説く
は
しからず。更衣の里の家にて、更衣と更衣の母とは、
異所に
すみ
たまへば、更衣のかたへうれしくおもだ
ヽしき御使あ
ろそのつ
いでに、母のもとへもたちょ
り給ひ と云意也
。
すゞむしの云々
9ゥ、一五．
7
）
玉小描に、此てもはつ
ねに云ても
の意にはあらず云々と
とか
れたるは
、うけ
がたし。つねに云ても也。命婦の声の
かぎりをつく
してなけば、長夜 は泣あくぺき事なるに
、し
かし
ても
なほあかず泣事よと云意
を、
ふろ涙かな
とはい
へる也。小
櫛に、後京極殿 歌をひかれたるも、た
がへり。これも、月やあらぬとかこちても猶すみすてず
してた
れ云々
と
いへる意也。
卒子院
の云々
gォ、一六•6)
これは亭子院にとあ
りし
を、
に
をの
にうつし誤れろ也。小相ノ説もわろし。
とのゐ申の事⑲ウ、一八•5)
西宮記二、大将以下少将
殿上及追
巳上宿候之中至其上瓶之在所々
申也
云々。北
所等也。
山抄二、亥子時左陳毎剋夜行丑寅剋右陳勤之云々。
たゞ人にはいとあたらしけれど発ゥ、ニー・10
)
抄に、
天子の御事にか
けていへるは、ひがCと也。天子の
御事は、こヽに
さら
になき宙也。親王は天子
に
なら
ひ
て
君たる御万にて、御歴々
なれば、ざえかしこく
おはしなばひときはめでたけ
れば、たゞ人にはあた
らしといへる也。
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帯 ＊
〔ひかろ栢氏云々
](2
オ、三五・1)
消 水 宜 昭 云 、 ひ か
ろげんじと云より、わらはれ給ひけんかしといふまで は 、 玉 小 櫛 に 見
えたろ如
く、此物語一部の序の如
し。さて、其序文を此巻のはじめにしもかけるはいか に と い ふ に 、 ま づ 桐 奎 巻 に は 、 父 帝 母 御 息 所 の 御事より書はじめ、そ
れ よ り 源 氏 君 う ま れ 給 ひ 、 つ ぎ
／＼御元服葵上の御事などありて、大かたおとなにな り 給 ひ て 、 事 も
業 も
これよりく
は し う 語 り 出 ろ な
れ ば 、 ま こ と に 一 生 を と り す ぺ て 評 し
たろ序文の如
きは、此はじめ
にあろぺきわざ也け
り 。 さ こ ヽ ろ え
て 見 ざ れ ば 、 こ ヽ の 文 い か に ぞ や 思 は れ て 、 さ ば かり心
を 用 ひ
たる作者の心しらひも、いたづらになり
侍ろぺし。此説イトヨシ。
＊ さがな
さよ(2ォ、三五
•
3)
サガナサハ
、 コ ヽ ニ ッ カ へ
ル ハ ア ッ カ マ シ ト 云 ニ ア
タルカ。
こヽにしも伺にほ
ふらん女郎花人の物いひさがにくきよに
コレモオ
ナ ジ 意 ナ ラ ン 。
高 枝 ガ 案
*'
11 
な よ び ( 2 オ 、 三 五 • 4 ) は 、
ナ
ヨ 、 カ ・ ナ ヨ ノ � ・ ナ
11
ナ ゾ 云 ト オ ナ ジ 事 ニ テ 、 タ ハ ノ＼ヽ ト ヤ ハ ラ カ ナ
ル カ タ チ ナ ル ペ シ 。 源 語 梯 二 色 メ ク ナ リ ト 云 ル ハ 、コ 、 ニ ハ ア ヘ レ ド 、 オ シ テ オ モ フ ペ キ 説 ナ ラ ズ 。 ナ
ヨビノヒハ、ヒ・ヒ・フル・フレトハタラクナルペシ
。 桐 七 ノ オ
イ ト ペ ナ ヨ ／ � ト ワ レ カ ノ ケ シ キ 。
高 枝 ガ 日
E
心つくし
な
ろ
LJ(2
ウ、三
五 •
8 ) 古
木 の 間 よ り も
り<
る 月 の 彩 み れ ば 心 尽 し の 秋 は 来 に け り
心 尽 し は
、
俗に気をもむといふに似たり。
高 枝 El
＊
 
あ や に く ( 2 ウ 、 三 五 • 9 )
梯ニイヂワロクト説ル、力、
ル ト コ ロ ニ ハ ョ ク
カナヒタリ。
＊ ふろまひ(2ウ、三五•9)
は
、俗語にいふと同じきが如し。
今 し な
しといふにあたるぺし。
高 枝 曰
＊ あ へ ず ( 3 ウ 、 三 六 • 5
)ハ、カク
サントハオモヘド、カク
シカネテ
ト 云 窓 。 ナ カ レ モ ア ヘ ズ ・ 風 モ 吹 ア ヘ ズ
ノ
タ
グヒ、カネルト云コヽロナリ。
高 枝 日
＊ つ
れ
/ \ 、 （ 3 ウ 、 三 六 • 5 )
スペキワザノナクテ、ヒマニ
テ
サ ピ シ キ 也 卜 、 鈴 翁 ハ イ ヘ リ 。
＊ そのかたをと り い で む ( 5 オ 、 三 七 • 9
)
そのか
たは、そ
れは
それほどの場合でといふが如し。さるかたにて
すてがたきも
のをとあるは、これも少しの
差別はあ
れど同じ。
高 枝 曰
ま ぎ る A 事 な き ほ ど
(
5 オ 、 三 七 ・ 13 )
湖月傍注ハワロシ。
サテハはかなきすさびト
ア ル ニ カ ナ ハ ズ 。 コ ハ マ ダ
若 ク シ テ 、 男 ナ ド モ セ デ 、 其 方 ニ マ ギ ル 、 事 ナ キ
コ
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ヽロナルペク思ハレ侍ル。宜昭説ナリ。
我も(5ゥ、三八•4)
義門云、もノ下に、ともじ落たろ
．ぺし。さなくては、みづ
からもとあるぺき也といヘ
り。此説いとよ
し
。
＊ けしうはあらぬ 7オ 九．8）は、け
は異にて、あやし
からぬ也。賎しきをあやしといへば云云。物のさしもあしからぬを云云。
鈴爺ノ説
ア
ヤシ／山ガツ、アヤシノシヅナドアリ。
[非参諮の三四位ども](7*、三九•9)
イマダ参議二
任ゼ．スシテ、公卿ニアラザル三位四位ノ
人ヲイヘリ。
ツネハ位ヲ以テ三位已上ヲ公卿トスレ
ド、
コ、ハ官
ニ
ッキテ参踏已上ヲ公卿トシテイヘル也。
＊ やすらか(7*、三九・10)
高枝曰、オモノ＼シカラズ人
ア
ヒヨキ也。今ノケンシキプラヌト云ガ如シ。
痴いもうと云云(8ウ、貝).13
)
物もいはず卜云迄ハ、
記者ノ語ニテ、上ニイトキ、ニクキ事オホカリトアルト同ジ意ニテ、コ、ハ式部ガ詞イダサヌコトワ
{r>
-
ロチ也。コノ下、君ノウチネプリテコトパマゼ五ハヌヲサウ
人<‘
シクトイヘルモ、記者ノ語ナラネド同
意
力
。
[女にてみたてまつらまほし
](8
ウ、四一•3)
手習ノ
巻き
の守、小野
の尼のもとにてと
は
ずかたりする
詞
に
、
兵部屈の宮ぞ、いといみじくおはすろや。女にてなれつかうまつらばゃ なんおぼえ侍る。
おほどか
に(10オ、四二•7)
句ギ
リナルベ
シ。
びさうな
き(10ウ、四ニ・14)
土佐人武藤平道云、これは
見ぐるしうないと云意なるぺし。沙石集に
、サテ
彼
仏御ウナジノ貧相二御坐スヲ、上人仏師ヲ呼テナホサシメントスル云々と見えたるも 仏の御うなじの見ぐるしきを、貧相といへるにて、し
ろぺしといヘ
り。此説よ
し。兒ぐるしきを貧相と云しは、そのか
みの俗語なるぺし。平道と云は、高知の里に住て、歌よ 文かき、こヽのまなびにふかく心いれて、おのがもとにも
ふみかよはして、ものとひなどする人
になん。
口つながぬふねの云々]9ォ、四六•5
)
臼氏文集
偶
吟詩
無情水任方円器、不繋舟随去住風。
できこえさせつ
ろ云々]行オ、四八•8)
裔雅巳、きこ
えさせつ
るは、自然に心をさめらるヽゃうに侍り
し
といふへ、
かけてみろぺし。
上文に、多くは我心も
みろ人からをさまり
も
すぺしとい
へるをさし
て
、き
こえさせ
つるやうにとはいへろ也。
デもとより思ひいたらざりけろ
]行ゥ、四八・14)
高雅
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云、もとより思ひいたらざりけるは、いさAか心得たる事のうらにて、ふつ
ふしらぬ事といふ意なるペ
し。
iil
ウ、五〇•3)
[我だけくいひそし侍る云々
LJ
，若
菜上七十三よしめきそしてふるまふとはおぽゆめれ
ど
。
寄生州八ひ
きたがへ心えぬまでこのみそし給へる。
晶吋人々に酒し
ひそし
な
ど
して。
初上四ナハお前にて御琴給はりてせめそさせ給ヘ
．
るにこうじにたりや
。
クー
f叫’
）四十五
かんだうしせめこのかみともいはず
せめそせよとの給ひて。
｀
落クポ
しそしつ。
アゲマキ廿八老人どもはしそし
つと思ひ
て
。
そやすナドオナジキニャ。
我ダケクハ、勝手ヅラト云意也。見ダテ
メダツノ他ヨリ云
m
。
わりなくくるし
きものとおゥ、五七•9)
これはあるま
じきことをするやうにて、きがつらいと云意也。
[さればかの云々
LJ
分ゥ、五八•4
)
三木正帖に云、され
ばかの云々より、又わびしかりぬぺけれといふまでを、みな馬頭の語 すべし。小櫛の説はわろかるべ
し。馬のかみものさだめのはかせになりてとあろより、
すぺて
女のよしあしをいふは、みな馬のかみな
り。いかで此わ
たりのみ、中将の語もまじれりとす
ペき。琴の音すAめりけんとあろは、馬の頭のおのがきAしにはかなはぬいひざまなれど、おのが可も中将の事も、ものさだめのは せのうへよ
りは、わ
きなくいへろな と へり 此説よろしかるぺし。
.
[Cしをれ文
](29
オ、五九・11)
宜昭云、紫式部日記に、
やAもせばこしはなれ
ぬばかりをれかAりたる歌を
よみいでとあれば、本末つゞかず 末のわきのかたへ
をれか
Aり、ゆが
みたる如きさまの歌をいふ也。
ふみに、
こしをれと
いふは、
歌よりうつりていへろ
事なるぺし。
平家二、常磐消盛ニスサメラレテ云云。源氏二、ムペワレヲパスサメタリト、ケシキドリヱンジ 云f荒ノ字ヲアテタリ。又遊、又翫、又進モアテタリ。古今二、山高ミ人モス
サメヌサクラ花イタクナワピソワレミハヤサン
大アラキノ杜ノ下草老ヌレパ駒モスサメズカル人モナ
シロ
スサミ・
手スサミ・吹スサム・降スサム・弾スサ
ム。万葉二咲スサムトモアリ。考ルニ 詞ノ元ハ進ノ意ナルペシー物語ナドニッカヒタルハ 大万ハ心ヲ入レズシテ、アソピ事；Iヤウ1ースル暉じ＞佃EI 
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＾稿者注V
この「平家二云々」の付箋一葉は、帯木巻27ウ
に貼付されているが、
同巻に該当筐所｀は見あたらない。
タ
蹟
かしこまり申(4オ‘10ニ・10)
コレハ冊子地ヨリ惟光
ガサマヲイヘルナリ。
若紫
[
は
るかに
かすみわたりて云々
](4
オ、一五ニ・13)
はろかに霰わたりて卜云ヨリ、
けぶりわたれるほど
ト云マデハ、
地ノ
詞ナガラ、
源氏ノ君ノマノアタリ
見タマフ心ニナリテ、
サテ其心ヨリ、
夕ゞ二詞ニッ
ゞケテ、
絵にいと云々トイヘリ、
卜宜昭イヘリ。
[なげの御こ
との葉]命ォ、一八ー・4)
なげハ、
な
さ
けノさヲ、
ウッシオトセルナラン。
なげハコ
、ニカ
ナハ．ス。
高尚考
末摘花
[＜もりがちに侍めり
](5
ゥ、
二Q四•4
)
さきに、
もの
ヽ音すむぺき夜のさまにも侍
らざめろに
とある
首尾なり。
すべて弾物は、
雨はもとより曇りたる時
も
、音
のよからぬもの
にて、
かくいひて琴をやめさ
せまゐらする也。
たゞふと空の事をいひ出してはい
かゞなり。
但し前に、
御琴の音い
か
にまさり侍らん
と思ひ給へら
ろヽ夜の
けはひに
さそは
れ侍りてなん
とあろは、
そAのかしまゐらすろ詞なれば、
実景と
は別也。
[いか
な
るやうぞ一H々]（12ウ、二〇九•8
)
いか
なるや
うぞは、
末摘君のつれ
なきやうすはいか
やうのやう
すぞと云意也。
いと
かヽる事こそまだしらねとの給
へるは、
さやうにつれなき人のあ
ろぺくもなし、
命
婦の媒の取向のわろきゆゑならん
と思ひ給ふ下の
心あり。
それをかき
あらはして、
ものしと思ひての
ィt^＞
たまへばとはいへろ也。
さるゆゑに、
命婦の気毒に
思ひて、
媒の取向のわろきにあらぬわけを、
次に云
也。
源氏君と末摘君の御中は、
もてはなれてにげな
き御面にあ
らず、
御文の御返事もあ
りてよからんと
貪そ;ヶ侍ル
いふやうに取向ました。
されども、
何もふかきゆゑ
大ヵ’
はなけれど、
唯一とほりの御ものづヽみ
のわりなき
に云々といへろ
たゞ大かたは
、
別に子細のなき
をことわろ詞也。
もてはなれて云々、
抄の説はたが
へり。
鼻の色にいでて翁ォ｀
二二三•9)
花卜云字ヲアテテ、
鼻によそへてトイヘルハタガヘリ
又、
のたまふ卜
云モタガヘリ。
[げに
しなにもよら
ぬ
](29
オ、
ニニ四•6)
げにハ、
雨
夜物語の馬頭の詞ヲウケテ ナリ。
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あ り し 色 あ ひ 云 々
翁ォ、
ニ ニ 七 ． 9
）
々の心也°
命 婦 に あ ら ず 。
[御ぜん
](33
ウ 、
ニ ニ 八 ・ 2 )
御 前 ト カ キ テ 、
お ま ヘ ト
ヵ、
おほんまヘトカヨミケンヲ、
ウ ッ ス ト キ ニ 今 ノ
言 語 ニ ヒ カ レ テ 、 御 ぜ ん ト カ キ シ ナ ラ ン 。
高 尚 云 、
一本に、さこそあれなとあるぞよき。
な は 強 意
の詞のそへるにて、
こAによくかなへり。
＾稿者注＞
こ の 「 高 尚 云 」
の
付 箋 一 薬 は 末 摘 花 巷 末 に 、
後
人 の 手 に な る 左 記 の 別 紙 と と も に 挿 入 さ れ て い る が 、
該
当 箇 所 を 明 ら か に し が た い 。
＾ 別 紙 ＞
此 高 尚 云 ト ア ル 紙 切 レ 虫 干 二 凪 吹 散 ス 。
末つむ花
の 上 六 I 巷 ノ 上 ニ ア リ
。
万
1
此 近 辺 1 部 ヨ リ 紛 入 二 ＾ ナ
キ カ 。
近 辺 ＾ 、
よもぎふ、
も み ち の が 、
ま つ 凪 、
せ き 屋 、
花のゑん、
あ ふ ひ 、
身 を つ く し 、
ゑ あ は せ 。
紅 葉 賀
人 の も
の い ひ も 云 々
臼 ゥ 、
二 四 八 ・ 11 )
傍 注 、
藤 壺 の 御
心 也 と い へ る 、
非也。
源 氏 ノ 君 の 御 心 也
。
物からと
有詞よりのつゞきを見るぺし。下に、心づきなしとお ぽ す 時 も 有 べ き を と い へ る は 、
上 ノ 九 丁 ノ 右 六 行
に、
心とけぬ御けしきもはづかしうとありて、
命 婦
も 今 は 心 や す く も え た ば か ら ね ば 也 。
g
ゥ 、
二四九・2)
コ レ ハ 、
常 二 人 I ナ ラ ビ ナ キ ド
ギ’
ア）
,＇ 
末 摘 君 の 御 万 の 人
リ。
斎 宮 の い と わ か き を 、
チ ハ 似 タ ル モ ノ 也 卜 云 事 ノ ア ル 故 、
ソ レ ヲ ウ ケ テ
、
げ に ト イ ヘ ル 也 。
葵
かくこよな
き ( 13 ウ、 二 九 ニ ・ 11 )
前の御車あらそひの所
に 、
さばかりにてはさないはせそといへるに、
あた
れり。
れ い な ら ぬ 旅 所 な れ ば ( 16 オ 、
二 九 四 ・ 12 )
雨 夜 物 語 に
、
内わたりの旅ねもすさまじかりぬぺければとあり。遠 き 所 な ら で も 、
家
を
はなれて外に
あるを、
旅云々
と い へ り
。
賢 木
いと
あまりうもれい
たきを
( 3 ウ 、
三 三
四
• 4 )
ア ヒ 奉 ラ
ジ ト 、
ア マ リ ヒ キ コ メ タ ル ノ 甚 シ キ ヲ 云 。
抄 タ ガ ヘ
あはれがりも(8ウ、
三 三 八 ・ 11 )
えはなれたまは
ぬ を 也 。
くにつかみ云々(9オ、
三 三
九
• 7 )
一 首 の 意 、
国 つ 神
を
我御身になして、
母 御 息 所 と 君 の 御 中 を 、
そらにこ
とわ
る ぺ
く
ば、
先づこれまで母御息所をなほざりに
し 給 ひ た る 事 を 、
たゞすぺしと也。
我御うへならね
ば 、
お ほ ら か に な ほ ざ り 平 と
はい
へる也。
次 に 、
宮
の 御 返 り の 云 々 と あ る も 、
そこをおぼす也。
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(48ウ、
四三五・2)
高尚云、
陰陽
こまやか
になりにけり翁ゥ、
三六
四．4）
とは、
某
云、
い
ちは
やき世をおそれ給ひて
おちちらん事もうし
ろ
めた<‘
伺万へもなさけなか
らぬほどに返事し給ひ
て、
言ずくななるに、
これはをりも哀に、
あながち
にしのびかき給へらん御心ばへも、
にくからぬゆゑ
に、
言ずくなにと思ひ給へども、
こヽろのか
よふな
らば云々と、
せちなる惰を、
歌のみかは、
詞にもか
きのぺ給ひて、
こ
まやかになりにけりと云窓也。
須磨
なまさかしき
人の云々
a
ゥ、
四三五・1)
高尚云、
上巳
のはらへ陰賜師のなす
わざにして、
そのかみ、
まだ
よき人のもてあっかひたま
はぬ事なれば、
さろこと
やうなろわざし給へと、
まことにさかしき人の聞ゆ
べきにあらず。
しかしたまへと問ゆるをば、
紫式部
のこヽろ 、
よき事とおもはぬす
ぢゆゑに、
なまさ
かしき人の問ゆればといひ、
源氏ノ君の御心にも、
しかすべ 事と
は思ひたま
は
ぬよしにいへる也。
さ
れど、
身のうきまヽに、
もしゃし
ろしあると思ひ給
ふ心もまじり、
海づらのゆかしきかたもくはAりて
出給ふよ
しに
て
、
うみづらもとはいへろ也。
こヽろ
をとゞめて見るぺし。
此国にかよ
ひける云々
高尚云、
此詞は、
師は
国々にもあろ事なれど、
京のはすぐれたれば、
京より此国に
かよひ
ける陰陽師に、
はらへせさせ給
ふよしな 。
諸説みないひたらず。
明石
恋しうおぽつかなき御さまを(8オ、
四四六・2)
高尚云、
おぽつ
かな
しと云詞は、
待遠なるこヽろ、
又は見ま
ほしく思ふこヽろにつかふ詞也。
こAは、
恋しう見
まほしく思ふ御さまをと云意也。
はか
なき事をも
かつ見つヽ(10オ、
四四八・1)
高尚
云、
はかな
き事とは、
かろき小事をいへり。
大事はいふ
におよばず、
小事をも度々見ろノ＼、よはひかさねて、
我よりは年たけたる人は、
何
m
も功者なろものなれ
ば、
なびきしたが
ひて云々といへる也。
老人は、
大
軍小事に度々あふもの
なれば也。
こヽは、
明石入道
は源氏君より はひまされろ人なれば、
そのいふ事
にしたがはんとおぽ
す
み心のうち
をかける文也。
湖
月抄 一説とて出せろぞよろ
しかりけ
ろ。
されどい
ひたらず。
玉の小描の師説は、
いたくわろし。
さて、
はかなき事を
もといふものてにをはにも、
かつとい
へるにも、
みなかなはず
0
蓬生
よりこざり
ければ
(6ォ、
五ニニ・12)
-5 9-
あ り し
御しつらひかはらずとい
ふへ、
か け て 見 る ペ
し
。盗
人のよりこざれば、
庭はあれても、
しん殿の
う ら の て う ど は
う せ
ず し て 、
さすがにあ
り
し
御しつ
ら ひ の か は ら ざ ろ よ し 也 。
関 展
いかでかすぐし給ふべきなどぞ
、あ
いなのさかしらゃな
どぞ侍
め る ( 7 オ 、
五五一•7)
商尚云、
こはもと、
さか
しらやとぞ侍め
る と あ り し を 、
上 の な ど と 見 ま が ヘ
て、
うつし
ひがめたる事うたが
ひなし。
紫式部のい
か で か か ヽ
るったなき
文をかくぺき。
おのれ、
まだ
い と わ か か り し ほ ど よ り 文 を 好 み 、
此物語
の
文 を ば 、
こと
にふか
くし
ん じ て 、
くりかへしよみあぢは
ひつ
ヽ 、
年 を 経 て 、
今 は 六 十 の 老 と な
りぬれば、
うつし
ひ が め た る 所 を も 、
大かたはかく見つ
くるになん。
00
上のぞは、
いひすてゞ心をふくめたるぞにて、
い か
゜
で か す ぐ し 給 ふ べ き な ど
ぞ 、
いろノ＼｀うらめしげな
ろ叩どもいひける、
と
いふ意をふく
めてかきさして、゜
さてそれは、
あ い な の さ か し ら や と ぞ 、
かたり
っ た
へてとざりますろやうすじゃ、
といふ意也。
あ い な
の云々は記者の語にて、
さ か し ら と は 、
こ ざ か し く
利 口 だ て す る こ
ヽ ろ
をいへり。
湖月抄の頭也の説ど
もよろし。
こ
のさかりに
いどみ給ひ
し 女 御 吏 衣 ( 14 オ 、 六四 九 • 7
)
高尚云、
こ
のとは、
女御更衣をさしていへろにて、
さかりは、
人のよはひの盛にはあ
ら ず 。
さ か
りにい
どみ給ひし
、と
つゞきたる詞にて、
いどみ給ふ事の
さかり
な り し を 、
思ひ出給ふ椋氏ノ君の御心のうち
をいへる文也。
細流の説、
いたくわろし。
さ て 、
い
ど み し と あ
る本はよからず。
ふる
き写本に、
い ど み
給 ひ し と あ ろ ぞ
い と よ
き 。
乙女
参給にしも(14オ、六七五•3)
宜 昭 云 、
参給ひしにもノ
誤なるぺし。
風にちろ云々
翁ォ、
七 ニ
・ 13 )
高尚云、
此 歌 は 、
ち り
くるもみ
ぢはか
ろくあだなるものなれば、
見 よ と の
た ま ひ お こ せ て も 、
いな見じ也。
それよりは、
っぽ
のみどりそふ木の
色 を 、
うと
きなき岩ねの松にか
け
て こ そ 、
と し 人＼‘ 久 し く 見 侍 ら め と 云 意 也 。
春の色
を 花 也 と い へ る 説 は 、
ひがとと也。
かくるとは、
紅
葉をはなれ
て松にかかろ意にて、
い は ね の 松 に か け
て春の色を見侍らめと云意也。
玉鷲
い み じ き こ と を 云 々 ( 13 ク、 七 二 七 ・ 13
)
櫂
京 尚 云 、
太 夫 の
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監にしられじとにげて京にの
ぽろは、
たはやすか
ら
ぬ事なれば、
しかせんと思
ひ
かまふるを、
いみじき
事とはいふ也。
初音
あたらしき年の云々(9ォ、
七六八・10)
高尚云、
こAは
俗語に、
年明の改軍、
新年の袴動など云語勢に同じ
意也。
さて、
源氏ノ君の思ひ給ふ心のうちをいへ
ろ
所なれど、
記者ノ語にかきて、
御とはいへる也。
こ
のさわが は
顧氏ノ君の万
につきいへろ語也。
と
やかくゃといひさわ
ぐは、
御万々也。
紫上にかぎる
はわろし。
行幸
かたきいはほも云々(28ウ、共どや4)
高尚云、
此所よ
り、
廿九丁ノ右二行、
中将もあま
のい
は戸云々とあ
るまでの文意を、
昔より心えたる人なく、
湖月抄の
諸説みなときえず。
こヽは少将も中将も、
近江ノ君
に、
さやうにはらだちたまは
ず時節をまちたまへと、
異見したまふ意也。
中将もとあるにて、
その意間ぇ
たり。
さるを、少将はなぐさ
めて
のたまふを、
柏木
は云々ととか
れたるなど、
いみじきひ
がとと也。
さ
て此わたりを、
とりすぺて今こAにとくぺ
し。
此7吋ノ下にはとある本は
廿八丁左十行、
おろかにはよ
も云々こそ
。
若菜上
と云所
にて、
句をきり
て、
よからめ
おとれり。
古本
になきそょさ
。
じ
に
応をいひのこし
ふく
めたるてにをはと見ろぺし。
カたきいは
こそはとある本
に
ても
いひ
のこしたる怠は
同
）
じ。
され
どもgといふもじなき木文されり
し
ほも云々とは、
天照大御神のみしわざにたとへて、
近江ノ君の女にていかりたまへろさまを、
ことか＼、
しくた
はむれいひたろ也。天照大御神に似たれば、
かの大御神のどとく、
いま
より思ひかなひたまふ時
もありなん、
御心をしづめて時節をまちたまへ、
と
いへる也。
そは天照大御神
いか
りたまふ
もの
から、
時節をまちえたまへば也。
中将も天の岩戸云々
と
の
たまふも、
天照大御神のCとく時節を
まちえたまへ
と云意也。
近江ノ坦は、
こた
み我を内侍悟になした
まへ いひて、
ならぬをうらむるを、
少将中将は、
時節をまちたまへとのみ、
たはぷれ平にの
たまふゆ
ゑ
に、
此君だち
さへ
みなすげなうとは、
近江君のい
へろ也。
18説に、
兄弟の事ゆゑ、
たとへたろよしに
とけるも、
たがへり。
少将中将、
何
も
近江ノ君がた
めあ
しきわざせし事なく、
須佐之男ノ努とは似つき
もせぬ事也。
たゞ女にていみじういかりたろを、
た
はぷれに天照大御神にたとへたる也。
さろからに、
ほAゑみていひゐたまへりとはか
けろ也。
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(5 オ 、 ー ニ 七 一 ・ 10 )
か く み 、 に 近 き ほ ど
な が
ら
（以 ウ 、 一 〇九 九 • 3 ) 高 尚
云 、
尼 君 と 入 道 と は 又 な く ち ぎ り ふ か く た の み し 中 な れば 、
遠 国 な ら ば 格 別 ち か き 所 に あ り て 、
ながくわか
る A や う の 市 は あ ら じ と 思 ひ し に 、
所は明石にて、
そ
の
わ た り
の山といへば、
みAに近きほどな
が ら 、
などかくてわかれぬらんと云意也。
さるは、
須 弥 の
山にいり、
又も
お と づ れ せ ず 、
あひ見じと、
い ひ お
こせたれば也。
若 菜 下
[ ね ぅ ／ ＼ と
](6
ォ 、
ニニ八・11)
高 尚 云 、
猫のなく
声 を 、
ね う ／ ＼、 と か き 、
烏 の 嗚 く 声 を 、
か う と か け
るたぐひ、
す ぺ て 其 声 を 、 • お ほ よ
そにまねびて、
人
のきヽよきやうにかける也。
む か し 人 と て 、
きく耳
のたが
ふ 事 や
はあるぺき。
に
や を ／ ＼、 か あ と
かき
て は 、
つまりてわろければ也。
障 子 を 、
さ う じ と か
くに同じ
。
なに
をさくらに
と い ふ ふ ろ
ど
と も
( 72 ウ 、
二 八 七 ． 9
）
高 尚 云 、
こヽにて句をきりて、
此詞は上につきたる
詞 と 見 ろ ぺ し 。
あろはかヽろ人の云々と心えざれば、
聞 え が た し 。
横 笛
[ 御 袖 を ひ き 云 々 ]
裔尚云、
御袖
をひき。
と句きりて、
まつはれ云々と
よ む ぺ し 。
古
歌に、
はひまつはれよといへるまつはれに同じ。
俗
に 、
つき
も つ ろ ヽ と 云 心 也 。
椎本
宰 相 君 の 云 々 ( 4 ウ 、 一 五 四 八 ・ 14 )
宜昭云、
浜 君 の ち か
き ゆ か
りにて見ま
ほ し げ に し 給 ふ
さまに見ゆれど、
姫君たらはさしも思ひよるまじ
か め り と い ふ に て 、
煎君のおぽすさまを
思ひ給ふ八宮の御心也。
も
し 孟
゜
の御説の如くならば、
宰相君をとあるぺ
し 。
又、
見
まほ
しげとあろも、
面君のさまを思ひ給ふにてよく
か な へ り 。
又、
小 囲 に 、
此 ま い て と 云 詞 心 得 が た し
と あ れ
ど、
これにてよく問えたり。
東屋
イ
ソ
破 前 八 十 之 炭
今 近 江 国 坂 田 郡 彦 根 二 近 キ 所 ソ 海 辺 二 磯
ィ“綺 村 ア リ 。
磯 埼 大 明 神 卜 云 社 モ ア リ 。
倭 建 葬 也 卜 云 。
ハッ▼ヵ
又、
同彦根ニチカキ処、
八 坂 村 卜 云 ア リ 。
海辺ナリ。
コ レ 八 十 ノ 樅 也 卜 云 伝 フ 。ヒ コ ネ ハ 犬 上 郡 、
イ ソ ザ キ ハ 坂 田 郡 也 。
コ ノ イ ソ ザ
ッそ●サ
キ ニ 今 ハ 関 屋 ア リ テ 、
芙 濶 ノ 下 笠 卜 云 ヨ リ 京 ヘ ム ナ
ギ ヲ ノ ボ ス ― - 、
コ ノ イ ソ ザ キ マ デ 、
カ チ 荷 ニ テ ニ ナ
ヒ 来 リ 、
サ テ コ ノ イ ソ ザ キ ヨ リ 大 淫 へ 舟 ニ テ ャ リ 、
大津ヨリ京へ又カチニテヤル。
カ バ ヤ キ ノ 直 貨 キ モ
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＾稿者注V
この「磯前八十之淡」に関する付箋一薬は、
東
屋巻末に挿入されているが、
該当田所を明らかにしがた
、o
•し
（工藤11本学法文学部助教授、
小橋11昭和五十二年
本学大学院
文学研究科修了）
研究室受贈図書雑誌目録
Il
金沢大学語学文学研究
第九号
金沢大学法文学部論集文学筒
第二十六号
錬倉時代語研究
第二蔚（広島大）
紀要
第四十二号（相模女子大）
紀要
第四巻第一、
二号（信州大学医療技術短大部）
紀要文学科
第四十三号（中央大）
教養部論渠人文科学篇16（金沢大）金城学院
大
学論集
第七十七号（国文
学編第二十一号）
金城国文
第五十五号（金城学院大）
近代文学論集
第四号（日本近代文学会）
芸備わらべうた歌詞集（広島女子大）研究紀
要第
十
号（花園大）
研究と資料
第四号（早大文学部辻村研究室）
研究論集
第七号（開成中学校・高等学校）
コ ト ハ リ 也 。
言語文化
第十五号(-橋大）
高知大国
第九号
商知大学学術研究報告
第二十七
甲南国文
第二十六号（甲南女子大）
甲南大学紀要文学篇33高野山大学綸裳
第十四巻
国語学研究（東北大）
第十八号
国語教育
第四号（富山大
）
国語と教育
第八号（大阪教育大）
国語 文
第二号（愛知敬痣大）
国語 文
第十五号（東海学園女子短期大）
国語 文
第十六号(
”)
国語 文学会々誌
第二十二号（学習院大）
国語 文学会誌
二0号（福岡教育大）
国語
文学誌
第八号（広烏女学院大）
国語 文学研究
第十四号（熊本大）
国語 文学報
第三十四・一＿一十五集（愛知教育大）
国語 文論集
第八号（学習院女子短期大学）
固文
第九号
二冊（大谷女子大）
国文学
第五十五号
（関西大学国文学会）
国文学会誌
第十四号（京都教育大）
国文学会誌
第
二十二号（新洞大
）
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